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コイ用人工精漿を用いたニシキゴイ精液の希釈・保存
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ニシキゴイの生産方法は、自然産卵法と人工採卵

法の二つの方法に大別されます。人工採卵法では、

親魚から卵や精液を取り出し、卵と希釈した精液を

混ぜ合わせます。精液の希釈には、これまで淡水魚

用リンゲル液が用いられてきましたが、希釈液の中

で精子が動いてしまう場合があり、受精率が低くな

るといった影響がありました。

このように、淡水魚用リンゲル液は人工採卵の希

釈液としては十分ではなかったのですが、ハンガリ

ーの大学の らが 年に精液を凍結保存Magyary 1996

する時の希釈液としてコイ用人工精漿を開発しまし

た。この人工精漿が淡水魚用リンゲル液の代わりに

人工採卵法の精液の希釈液として利用可能か当試験

場で試験を行ったところ、希釈液中の精子の保存状

態や媒精後の精子活性が、淡水魚用リンゲル液と比

較して良く 表１ 人工精漿を精液の希釈液に用い（ ）、

ることによって稚魚の生産効率の向上が期待され

表１ 希釈液ごとの精子活性と運動維持時間

) )品種 希釈液 活性 運動維持時間1 2

紅白 人工精漿 ％以上 分以上90 5
リンゲル液 ％程度 分50 2
塩水 ～ ％ 分10 30 2

三色 人工精漿 ％以上 分以上90 3
リンゲル液 停止 －
塩水 わずか 分 秒1 30

)水で希釈直後の精子の運動状態1
)精子が運動を停止するまでの時間2

ることがわかりました。

コイ用人工精漿を用いた希釈・保存方法

コイ用人工精漿にによる人工授精の概略を説明しま

(NaCl)3.6す。コイ用人工精漿は、塩化ナトリウム

、塩化カリウム 、塩化カルシウムä ä(KCl)10.0

、塩化マグネシウム 、(CaCl )0.22 (MgCl )0.082 2ä ä

炭酸水素ナトリウム を の蒸(NaHCO )0.2 1,0003 ä ã

留水に溶かして作ります。

作成した人工精漿を用いて以下の手順で人工授精を

行います。

１ 精液を採取した後 少量の精液をスライドグラス． 、

上に取り、顕微鏡下で精液中に精子が含まれているこ

とや精子が運動していないことを確認します。

２ スライドグラス上の精液に少量の水を加え 精子． 、

が運動することを確認します。

３ 採取した精液をコイ用人工精漿で100倍に希釈．

し、使用するまで 冷蔵で保管します。

４ 希釈精液を使用する直前に スライドグラス上に． 、

希釈精液を取り、少量の水を加えて精子が運動す

写真１ 希釈精液を媒精
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ることを確認します。

５ 卵40 に対して100倍希釈精液20 を混ぜ合わ． ä ã

せ、授精させます（写真１ 。）

人工授精を行う上で注意が必要な点としては、精

液に水や尿が混入すると精子が運動を始めるので、

採精時に水や尿が混入した場合は、速やかに精液を

人工精漿で希釈する必要があります。

希釈した精液は、家庭用冷蔵庫で１週間程度の保

存後も使用可能ですが、冷蔵で保存した場合は、精

子が沈殿しますので、希釈精液を時々攪拌する必要

があります。また、希釈精液を保存している間に、

精子の運動活性が低下しますので、使用前に精子の

運動活性を確認し、精子の運動状態が良い希釈精液

を用いる方が受精率の向上につながります。

以上の点に気をつけながら、コイ用人工精漿を使っ

た人工採卵を行ってみてはいかがでしょうか。

イワナの地域固体群を重視した渓流域ゾーニング実証試験について

佐 藤 雍 彦資 源 課 専門研究員

【イワナの分類】

イワナ類は、最も河川上流域で水質のきれいな水

域に生息しています。本邦産のイワナはサケ科イワ

ナ属に分類され、種レベルの分類上では、さらにい

くつかの地方型に分けられています（表１ 。）

渓流釣りの対象としてヤマメと並び渓流魚を代表

する人気の高い魚種であり、広島県ではゴギを県指

定の文化財として保護しています。

新潟県内の渓流河川には、ニッコウイワナ、アメ

マス、エゾイワナ（アメマスの陸封型）等のイワナ

類が生息しています。

表１ イワナ類の地方型

おもな地方型和名 おもな分布地域

アメマス （降海型） 北海道
エゾイワナ（陸封型） 本州北部

ニッコウイワナ 新潟県、群馬県、
（陸封型イワナ） 栃木県

ヤマトイワナ 中部地方から
キリクチ 近畿地方

ゴギ 中国地方

【イワナの生態】

ほとんどのイワナの一生は、河川で生活する陸封

型ですが、アメマスは河川で生まれて銀毛化した個

体は降海し、産卵のため海から川へ回遊する降海型

の魚です。

ニッコウイワナとエゾイワナの外見上の違いです

が、ニッコウイワナは側線から背部に白色小斑点が散

在し、側線から腹部に橙黄色～桃色の小斑点がありま

す 写真１ 一方 エゾイワナは銀白色の地色に瞳（ ）。 、

と同大の大きな白色斑点があります。

5県内の渓流河川には、これら天然魚のほか、第

種共同漁業権を有する漁協により、県内河川由来ニッ

16コウイワナの人工種苗が放流されています 平成（

年度 千尾 。764 ）

ニッコウイワナの成熟年令は約 年で、 ～ 年3 6 7

の寿命の間に毎年産卵するといわれています。

月下旬～ 月上旬が産卵盛期ですが、産卵期10 11

になると 親魚は河川本流を遡上 支流に入り 砂礫、 、 、

に覆われた渓床に産卵床を造り、直径 ～ ㎜程5 6

写真１ 奥只見湖のニッコウイワナ
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度の卵を産みます。

、 、 、翌春にふ化し 産卵床から出た稚魚は 石の間隙

倒木・流木のある緩流部を中心に生息します。

満 年で ～ ㎜程度に成長しますが、餌条件1 60 70

により成長に差があらわれます。

食性は動物食で、羽アリ等の落下昆虫やトビケラ

幼虫等の水生昆虫のほか、魚類、甲殻類、ミミズ、

カエル、野ネズミ等も餌にします。

【 】イワナの増殖管理と資源利用のためのゾーニング

近年、遊漁者は放流された魚が多く釣れる釣り掘

的な釣り場ではなく、自然繁殖した天然イワナがい

るような漁場を強く求めるようになりました。

しかし、これらもともとその川にいた天然イワナ

（地域固体群）は、遺伝的固有性が強く、限られた

範囲の場所でしか繁殖していないのです。

そのため、何らかの増殖管理措置を講じてやらな

いと乱獲などにより極めて短期間に絶滅してしまい

ます。

乱獲問題に対するイワナの資源管理手法として

は、奥只見ダム湖の保護水面設定事例があります。

新潟・福島県境に位置する奥只見ダム湖は大型イ

ワナ、サクラマス（ヤマメ）の釣れる漁場として全

国的にも知られ、多くの釣り人が訪れています。

一時期、資源が激減した経緯があり、地元の魚沼

56漁協では、同湖に注ぐ北ノ又川を禁漁区（昭和

年には保護水面に指定）に設定するとともに、産卵

期親魚の密漁監視を強化するなど、イワナ資源の増

殖を図ってきました。

その結果 、 日 人当たり平均釣獲量は、平成、 1 1

元年に 尾であったのですが、 年には 尾水0.8 15 1.0

準へと安定化しました（アンケ－ト調査による 。）

このように北ノ又川のような産卵河川を禁漁区に

したことによって、イワナ、サクラマス（ヤマメ）

等の渓流魚資源の維持回復に大きく寄与したものと

考えられます。

魚が棲む自然環境を重視した漁場管理方法として

長野県志賀高原漁協による雑魚川水系での取り組み

事例があります。

当該漁協では、本流源流域と全支川を禁漁区に設

定しました。そして、本流の遊漁区域内においても

㎝未満の魚は再放流させるという資源管理を行20

っています。

また スキ－場 ホテル等開発に伴う山林伐採や水、 、

質汚濁問題や砂防、ダム等開発工事に伴う魚類遡上阻

害問題等に対し、開発関係者と協定を結んで魚類生息

環境に配慮した工法を取り入れるなど、流域全体の生

態系保全を図っています。

このように 地域固体群の資源維持と漁業者 遊漁、 、

者も満足できる漁場の維持とを両立させた優良な漁場

づくりをする観点から 河川の水域を完全禁漁 制限、 、

遊漁 遊漁エリア等いくつかの区域に分け それぞれ、 、

の目的に合わせた魚類の増殖保全、利用を図る手法が

ゾ－ニングです。

魚沼漁協の産卵河川の禁漁区設定や志賀高原漁協の

本支流の遊漁区と禁漁区設定等が漁場管理方法として

のゾ－ニングの実例といえます。

当場では、イワナの地域個体群が生息するモデル渓

流河川として、平成 年度に湛水竣工した奥三面13

ダム湖（写真２）とその流入河川を選定しました。

そして これらの水域で資源量の分布 遺伝的固有、 、

性を考慮した種苗の放流方法、増殖管理体制の問題点

の整理等、渓流域におけるゾ－ニング管理手法実証試

験の調査に取り組んでいます。

渓流河川漁場のゾ－ニングにより、イワナ地域個体

群の保全 禁漁区設定等 を図りつつ良好な釣り場を（ ）

提供するなど、内水面漁協経営の維持安定化を担う大

切な調査でもあります。

関係漁業者、遊漁者団体の皆様には本調査に対する

ご理解とご協力をお願いします。

写真２ 奥三面川ダム湖
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イワナのキャッチアンドリリース

兵 藤 則 行小 出 支 場 専門研究員

魚を増やす方法には、禁漁期・禁漁区の設定や漁

獲物の体長制限などの漁獲規制とともに、人工種苗

の放流や産卵場の造成などがあります。

イワナについても、漁業調整規則により 月１10

日から翌年 月末日までの期間及び全長 ㎝以下2 15

の個体の採捕が禁じられ、また放流も盛んに行われ

ています。しかし近年の遊漁者の増加にともない、

これらの増殖行為だけでは、イワナ資源の維持が難

しくなってきています。

このようなことから、釣りを楽しみながら資源を

維持する手段の一つとして、キャッチアンドリリー

ス、つまり釣った魚を川に戻す試みが各地で行われ

はじめています。

昨年度、当試験場で、その効果調査を行いました

ので、その成果の一端を紹介します。

調査は登川（魚野川の支流）の約 ㎞の区間を4.5

対象とし、まず 月上旬及び 月上旬のイワナ資源6 9

量を推定しました。

、 、 、また その ヶ月間に どれだけイワナが釣られ3

そのうちどれだけリリース、あるいは持ち帰られた

のかも併せて推定しました。

その結果、全長 ㎝以上のイワナが 月上旬で15 6

尾、 月上旬で 尾生息していると推定で2,610 9 1,950

きました。一方、この ヶ月間に 尾のイワナ3 1,760

1,050 710が釣られ、そのうち 尾がリリースされ、

尾が持ち帰られたと推定しました（図１ 。）

これらの結果から、釣られたイワナを全てリリース

したとすれば 尾のイワナが生き残り（リリー2,400

ス後の死亡率を過去の事例から ％と仮定 、全て10 ）

持ち帰ったとすると、 尾しか生き残らない（現850

状では 尾 とシミュレーションできました 図1,950 ） （

２ 。）

本漁場は自主的にリリースする釣人が多いため、こ

れだけの資源を維持できています。しかし持ち帰りが

多くなると、イワナ資源は極端に少なくなってしまい

ます。

ご存じの通り イワナは禁漁期に入ると まもなく、 、

産卵します。またサケのように産卵によって死ぬこと

はありません。つまりキャッチアンドリリースによっ

て 産卵量が増えると同時に 翌年 より大きくなっ、 、 、

たイワナが釣れることにつながるのです。

天然のイワナを食べることは渓流釣りの悦びの一つ

であり、否定されるべきものではありません。

しかしイワナが持続的に釣れる川にするためには、

乱獲を慎むことが肝要であり、キャッチアンドリリー

スは、その一つの有効な手段なのです。

図１ 資源量と釣獲量の推定 図２ シミュレーション結果

９月６月

2,610尾 1,950尾

釣獲量 1,760尾
うちリリース 1,050尾
うち持ち帰り 710尾

資源量

４  



コイヘルペスウィルス（ ）病についてKHV

唐 木 沢 秀 之病 理 環 境 課 主任研究員

○今までの状況

昨年の 月に国内ではじめて、コイヘルペスウ11

イルス（ ）病が確認され、 月中旬には県内KHV 11

でも、上越・中越地方の業者のマゴイが、検査で陽

性となりました。ニシキゴイ産業への影響も懸念さ

れましたが、 月以降実施した県内のニシキゴイ12

生産者( 軒)の検査の結果では、 陰性が確263 KHV

認されました。今年に入って 月下旬以降、異常斃7

死した個人の池のコイから新たに が確認さKHV

、 （ 、 、れ 現在( )までに 市町村 広神村 新井市10/1 10

阿賀野市、妙高村、塩沢町、村松町、津南町、中郷

村、下田村、湯沢町）と つの天然水域（坂井川、4

鵜川、新井郷川、福島潟）で確認されています。

○コイヘルペスウイルス（KHV）病の性質

病は、図１に示した特徴を持つウイルスにKHV

、 、コイが感染しておこり 図２のような症状がみられ

多くの斃死を引き起こします。しかし、このような

症状は他の病気でも見られるため、 病の確実KHV

図１ コイヘルペスウィルスの主な特徴

図２ コイヘルペスウィルス病の主な症状

水面から口・鼻を出す（鼻上げ）・

泳ぎが悪い、反応が鈍い・

体表に粘液状のものが付く・

眼が陥没する・

えらが腐った様になる・

体表の充血、ヒレ腐れ（細菌の二次感染）・

体表が白くまだらになる・

死後時間が経つと上の症状はなくなる・

写真１ 病魚の様子

写真２ 尾部を拡大

な診断には、検査が必要になります。

また コイには被害の大きい病気ですが コイ マ、 、 （

、 ） 。 、ゴイ ニシキゴイ 以外の感染例はありません 特に

このウイルスは人間の体温（ ℃）で増殖できな37

いため、人体への影響はありません。

○感染拡大防止のために

病の治療・予防薬は現在のところありませKHV

ん この病気の被害を防ぎ 軽減するためには ウ。 、 、「

イルスを持ち込まない 「ウイルスをまき散らさな」、

い」ことに最大限の注意を払うことが重要です。ま

た 感染が確認されたコイは 殺処分する以外に対策、 、

はありません。

①愛好者（自家消費者）の池に持ち込まないために

この病気は、魚の体内で増殖して水中に放出された

ウイルスに、コイが感染することによって広がり

 ５

10℃以下では増殖しにくい・

15～25℃では活発に増殖する・

30℃以上では増殖しない・

塩素やアルコールで消毒できる（図3）・

今までコイ以外の魚に感染した例はない・

人体に影響はない・



ます 従って 病気が疑われるコイ ニシキゴイを。 、「 、

池に持ち込まない 「病気が出ている用水などを池」、

に引き入れない」ことが重要です。県内発生箇所で

KHVも、農業用水路を使用していた池で、次々に

の確認された地域がいくつもあります。

当分の間、安全が確認されるまで、コイを自分の

池に持ち込まないで下さい。

もしも、 と疑われる異常な斃死が見られたKHV

ら、お住まいの市町村に連絡をして下さい。

②生産業者の池に持ち込まないために

基本的には①と同様です。特に、ニシキゴイ業者

は預り鯉の移動、品評会、流通・販売にあっては、

県錦鯉協議会の防疫指導体制の下で、充分に安全確

、 。 、認を行った上で 実施して下さい マゴイ業者等は

種苗仕入れ先について、 の安全を充分に確認KHV

して仕入れて下さい。

飼育用水には、河川水を使わないこと、隣接する

地域で が疑われるコイが見つかった場合は、KHV

飼育管理、消毒には充分注意して下さい。

池のある地域周辺の 発生状況に注意を払KHV

い、自分の池で異常が見られたときには、県庁水産

課、内水面水産試験場に直ちに連絡して下さい。

③天然水域に持ち込まないために

河川などの天然水域に一端感染が拡大すると、その

水域から を無くすことは難しく、多数のコイKHV

を斃死させることになります。このことを防ぐため

に、川などで釣ったコイを他の川や池などに放さな

い、飼っているコイや死んだコイを川や池などに捨て

ないで 焼却・埋却して下さい 斃死しているコイを、 。

見つけたら、最寄りの保健所に連絡して下さい。

○おわりに

病の感染は、これからも拡大していく恐れKHV

があります それを防ぐためには 皆さんの協力が必。 、

要です 新潟県の伝統の錦鯉文化 食文化を守り 自。 、 、

然の生態系を守るために、ご協力をお願いします。

図３ コイヘルペスウィルスの消毒

＜塩素＞

塩素液（通常約10％）を1,000倍に希釈して消

毒液とする。主に飼育水・器材等の消毒に用い

る。

＜アルコール＞

60～99％のアルコールを消毒液とする。塩素

が使えないもの（手や服など）の消毒に用いる。

※ 詳しい方法はお問い合わせ下さい

梅雨末期の集中豪雨が新潟県を襲いました。平成 年 月 日中越に降16 7 13

った雨は栃尾市で ミリに達し、五十嵐川、刈谷田川などで カ所が破421 11

堤し、 名が死亡するという大惨事になりました。ようやく通行が可能とな15

った 月 日に五十嵐川を現地調査しました。7 22

多くのカ所で洗掘が生じ、蛇行部では岩石が川から飛び出し、ゴミの堆積状況から通常の水面よ

り ～ ｍも水位が上昇したことが伺われました。上流部の大谷ダム湖は、全面が黄土色に濁って4 5

おり、濁りの長期化が懸念されました。また、有

名な螺旋魚道は、砂利や流木で完全に閉塞してい

ました。しかし、ヤナギやニセアカシア等の河畔

、林が魚類の待避場所として機能したことが伺われ

また、支流の駒出川では回復が早く、濁りは収ま

っていました。さらに頭首工の下流では、カワウ

の索餌行動がみられ、自然の厳しさとたくましさ

を実感しました。これからの災害復旧には、淵の

復元や魚道の整備、河畔林の植樹等魚に優しい工

事を是非加えて頂きたいものです。

水声魚語

 ６


